むかし松ヶ崎の覚王寺(かくおうじ)に、牛のすきな坊さんがおりました。

坊さんは牛を大変かわいがり、暇があると手賀沼に連れていって遊んでやりました。

そのころ、手賀沼は松ヶ崎の近くまで広がっていました。沼のまわりは広い草原でした。草が一面に生え色とりどりの花が咲いていました。
沼の水は青く、どこまでも澄み切っていました。

牛は草原を自由に駆け回りました。疲れると草むらに寝そべって、蝶や虫たちと遊びました。おなかがすくと草を食べ、
喉が渇くと水を飲み、楽しい時を過ごしました。なかでも牛にとって一番嬉しいことは坊さんの手で体を洗ってもらえることでした。
それは気持ちよいものでした。牛は幸せに暮らしていました。

ところがこの坊さんは重い病気にかかって死んでしまいました。牛の悲しい声が昼となく夜となく続きました。更には後にきた坊さんは
牛が大嫌いでした。坊さんは牛を小さな小屋にとじこめ外に出そうとはしませんでした。おなかのすいた牛は、ある時小屋をぬけ出し
近くの森へ行き食べ物を探し歩きました。坊さんはかんかんになっておこりました。そして今度は、太い藤づるを牛の首に巻き付け小屋の柱に
縛りつけてしまいました。小屋にとじこめられていた牛は喉が渇き今にも死にそうでした。とうとう我慢できなくなった牛は自分を繋いでいる
藤づるを切ろうと力いっぱい引っぱりました。すると、どうしたことか藤づるが柱の結び目のところで解けたのです。その途端です。
牛は激しい勢いで入口の戸を壊し外に飛び出しました。丘を駆け下り林を通り抜け田んぼに出ました。目の前には満々と水をたたえた沼があります。
そこは牛が坊さんと楽しく遊んだ手賀沼でした。

牛は沼の浅いところに両足をつけガブガブ水を飲みました。草もおなかいっぱい食べました。元気になった牛は、そこから草原を
あちらこちら歩き回りました。

そのうち日が暮れ、夕やみが手賀沼一帯をつつみ始めました。すると今まで気持ちよさそうに動きまわっていた牛は急に立ち止まりました。
それからゆっくりと歩き始めました。しかしその足は覚王寺への道ではなく沼のほうに向かっていきます。牛はアシの茂る沼辺におり
沼に入りました。沼の中ほどに進んだ時です。牛はゆっくりと振り返り一声高く

「モウー」

と鳴くと沼の底に姿を消していきました。

やがて秋がきました。それは明るい晩のことでした。

ひとりの村人が藤づるで束ねた焚き木を背負い沼の縁を通っていました。すると沼の中からなにやら気味の悪い声が聞こえてきました。
村人はおっかなびっくり声のするほうへ近づいてみました。と、突然、風がおこって沼の水が波立ち青い月の光の中に、なにものかが
浮かびあがってきたのです。

村人が目をこらすと、それは一頭の大きな牛の姿でした。大きな口から炎のようなまっ赤な舌がみえます。首には藤の蔓が巻き付けられています。
牛は村人の方を向き

「モウー」

と、大声で鳴きました。
しかし、その目はなぜか悲しそうでした。
あまりの不思議なできごとに村人はびっくり仰天、背負っていた焚き木を放り出し、一目散に逃げ出しました。それからというもの村人たちの間に

「手賀沼には牛がいる。覚王寺の牛だ。」

という噂が広まりました。

[bookmark: _GoBack]そして、村人たちは牛の祟りを恐れて手賀沼を舟で渡る時やその近くを通る時、決して藤づるを持たなかったということです。
